[image: image1.jpg]


[image: image1.jpg]

（参考資料）
2010年２月５日

トウモロコシ穂軸やバイオ作物からセルロース系エタノールを製造する、　　初の高性能生産施設がオープン
DDCE、UT／ジェネラエナジー、およびテネシー州がボノアで開所式
2010年1月29日、テネシー州ボノア市―デュポン・ダニスコ・セルロースエタノール社（DDCE）、テネシー大学（UT）およびジェネラエナジー社の代表者たちは、テネシー州ボノア市に開設された、世界初に数えられるセルロース系エタノール実証施設の開所式を行いました。74,000平方フィート（約6,900平方メートル）の同施設ではすでにエタノールの製造が開始されており、今後は低コストで完全一体型の技術を駆使し、トウモロコシの穂軸やスイッチグラスなどの農業残滓（ざんし）やバイオ作物を原料とするエタノールの商業生産が実現します。
「テネシーバイオ燃料イニシアティブではすでに新たな雇用と機会の創出を行っていますが、このボノア工場が、今後テネシー経済のさらなる活性化を促す本当の意味でのきっかけになると信じています」とブレデセン州知事は語っています。「今回の提携関係の進展を喜ばしく思うと同時に、このプロジェクトが、クリーンエネルギー技術の開発に対する我が州の取り組みの重要な第一歩を示すものとなったことを確信しています」
「世界はテネシーに注目しているはずです」とDDCE社長兼CEOのジョー・スカーラは語っています。「ここボノアでは、DDCEとジェネラエナジーが他に先駆けて、原料から生産に至るバリューチェーン全体の開発に取り組んでいます。わたしたちは、昨年末に新規事業を開始したことで、投資家、顧客および産業界との約束を果たし、低コスト、拡張性および持続可能性への要求に応える、投資に値する一連の技術を業界に提供する運びとなったのです」
下院議員のジョン・J・ダンカン・ジュニア氏とザック・ワンプ氏（いずれも共和党、テネシー州）、州当局者、DDCE、米国デュポン社、ダニスコ社、ジェネラエナジー社およびテネシー大学の幹部たちは、同工場の完成と生産開始を祝賀しました。これはDDCE、テネシーバイオ燃料イニシアティブ、およびセルロース系エタノール産業にとっての重要な功績となりました。というのも、業界では連邦命令の下、2022年までに再生可能燃料の供給量を360億ガロン（約1,400億リットル）とし、そのうちの160億ガロン（約600億リットル）はセルロース由来のバイオ燃料であることが義務付けられるためです。
州知事の支持を受けているテネシー大学のバイオ燃料イニシアティブは、バイオ作物の研究と新興産業向けの生産基準を確立し、次世代バイオ燃料をリードするDDCEを誘致し、セルロース系エタノールを精製するバイオリファイナリーの開発における産業界からのパートナーとして迎え入れました。テネシー大学バイオ燃料イニシアティブ（UTBI）は、ジェネラエナジー社の支援を受けて燃料開発のサプライチェーンを構築しています。
ボノアに建つ最新鋭の生産施設では年間25万ガロン（約95万リットル）のエタノール製造が可能ですが、同施設の狙いは大量生産用の技術を最適化することにあります。本施設にはUTBIとDDCEからの資金を含め、5,000万ドル以上の投資が投じられています。また、本プロジェクトは、米国デュポン社とダニスコ社が独自の研究に投じたおよそ1億ドルの投資、両社による非常に価値の高い知財基盤と人財、およびUTBIの下でまかなわれなかった運営費用を支払うとしたDDCEの公約を集約したものでもあります。ボノア工場には現在およそ20人の常勤スタッフが勤務しています。
ジェネラエナジー社のCEOで、テネシー大学バイオエネルギー・プログラムの外部活動責任者であるケリー・ティラーは次のように語っています。「テネシー大学バイオ燃料イニシアティブは、バイオリファイナリーにおいて豊富な量の、手頃な価格の、再生可能かつ持続可能な燃料を生産するにあたり、これを可能にするために必要な原材料の安定供給を目的とした、農家と農産業界の連携による唯一の完全一体型プログラムです」また、彼女は今後の計画について、今春にはテネシー州の農家にスイッチグラスの作付面積をさらに4,000エーカー（約16.2キロ平方メートル）増やしてもらい、州内での専用エネルギー作物の合計作付面積をおよそ7,000エーカー（28.3キロ平方メートル）にする予定であると語っています。
DDCEについて

イリノイ州アイタスカに本拠を置くデュポン・ダニスコ・セルロースエタノール社（DDCE）は、セルロース系エタノールの生産を確実かつ低コストで実現するための包括的ソリューションの開発と実用化に取り組み、エネルギーの自給、農村および全国規模の経済発展、低炭素輸送に貢献しています。同社の詳細につきましては、www.ddce.comをご覧ください。
ジェネラエネジー社について

ジェネラエネジー社は、テネシー大学研究財団が完全所有する営利目的の有限責任会社です。ジェネラ社は、民間の研究開発投資ともに州および連邦からの資金の活用を実施する機関として、テネシー州およびテネシー大学における研究、経済開発、およびクリーンなエネルギー開発のための目標を推進するための戦略的提携および協力を提供しています。ジェネラ社は、テネシー州のバイオエネルギー産業を支援する上で、バイオマスサプライチェーンの統合的ソリューションと戦略的提携の構築に注力しています。ジェネラ社では、バイオマス、バイオ燃料、太陽光発電などの分野で官民共同のクリーンエネルギープロジェクトを展開しています。同社の詳細につきましては、http://ww.generaenergy.net　をご覧ください。
テネシー大学（UT）について

テネシー大学は、テネシー州の土地供与を受けているランドグラント大学として、ノックスビル、チャタヌーガ、およびマーティンにキャンパスがあるほか、メンフィスに医療科学センター、タラホーマに宇宙研究所、その他農業研究所、公共サービス研究所があります。州全体で48,000人以上の学生数を誇るテネシー大学の戦略的な役割と使命は、生徒のアクセスと成功、研究と支援活動です。UTは毎年およそ9,000人の卒業生を輩出し、30万人以上の卒業生が米国および海外で活躍しています。同大学の詳細につきましては、http://www.tennessee.edu/ をご覧ください。
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以　上

この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　広報部　岩松
電話(03) 5521-8484　
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